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津軽の京祭り　白八幡宮大祭シンポジウム

山　田　嚴　子１

　　は じ め に

令和４年８月に開催予定であった白八幡宮大祭展開催を前に、歴史的につながりの深い弘前市で弘前ね
ぷたと白八幡宮の関係を考えるシンポジウムを地域未来創生センターの後援により開催した。

　　１　背 景 と 目 的

野辺地町で 2018 年度から山車行事調査を進め、2020 年度に青森県山車行事フォーラムをコーディネー
トした実績から、「北東北の都市祭礼」をテーマとするシンポジウムのコーディネートの依頼があった。

　　２　実 施 内 容

2022 年の弘前ねぷた 300 年記念と鰺ヶ沢町の白八幡宮祭礼の開催を前に、弘前ねぷた 300 年実行委員
会、鰺ヶ沢町白八幡宮保存会共催、「山車とねぷた―東北の都市祭礼と風流―」と題するシンポジウムを
７月 16 日に弘前市立観光館で開催した。このときの様子はweb 版『東奥日報』７月 16 日に「山車とね
ぷたの関係は？　弘前市でフォーラム」と題して掲載された。
出演者は以下の通りである。

山田　嚴子（弘前大学人文社会科学部・教授）
福井　敏隆（弘前市文化財審議委員長）
中田　書矢（鰺ヶ沢町教育委員会総括学芸員）
山内　盛恭（潤紀）ねぷた絵師

登壇者の一人である山内潤紀氏は弘前大学人文社会科学部の 2021 年度卒業生で、2022 年３月 12 日に
開催された日本民俗学会第 924 回談話会で「弘前におけるねぷた絵師の「登場」と技の「伝承」」と題す
る発表を行っている。白八幡宮祭礼と弘前八幡宮祭礼とねぷたの関係とその歴史的経緯が、歴史学、考古
学（物質文化）、民俗学の立場から明らかにされた。

1共催・後援事業ⅤⅤⅥⅥ 1

　　　　　　　　　　　
1 弘前大学人文社会科学部



－ 94 －

Ⅵ-１

津
軽
の
京
祭
り

　
白
八
幡
宮
大
祭
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

共催／白八幡宮大祭文化保存会・弘前ねぷた300年祭実行委員会
後援／鰺ヶ沢町・鰺ヶ沢町教育委員会・弘前市・弘前市教育委員会・弘前大学地域未来創生センター
　　　（一社）鰺ヶ沢町観光協会・（公社）弘前観光コンベンション協会・（一社）Clan PEONY津軽

（公財）むつ小川原地域・
産業振興財団の支援を
受けて実施しています。

―東北の都市祭礼と風流――東北の都市祭礼と風流――東北の都市祭礼と風流―――東東北北のの都都市市祭祭礼礼とと風風流―流流――
山車とねぷた山車とねぷた

祭り文化フォーラム

「弘前八幡宮祭礼図巻」黄石公と張良山（弘前市立弘前図書館蔵）

「津軽風俗画巻」（平尾魯仙画）祢婦太の図

●お問い合わせ・お申し込み
　鰺ヶ沢町教育委員会　TEL 0173－72－2111　青森県西津軽郡鰺ヶ沢町大字舞戸町字鳴戸321番地

無料　定員50人（事前申し込み必要）無料　定員50人（事前申し込み必要）入場

弘前市立観光館 多目的ホール
青森県弘前市下白銀町2-1　追手門広場内
弘前市立観光館 多目的ホール
青森県弘前市下白銀町2-1　追手門広場内

会場

令和４年７月16日（土）
13：30～15：30  
令和４年７月16日（土）
13：30～15：30  

日時

弘前市　弘前ねぷたまつり鰺ヶ沢町　白八幡宮大祭

会場にお越しの際は、新型コロナウイルス感染症予防対策にご理解とご協力をお願いいたします。会場にお越しの際は、新型コロナウイルス感染症予防対策にご理解とご協力をお願いいたします。

展示会

津軽の京祭り 白八幡宮大祭展
期　間：７月１１日（月）～１８日（月）
　　     ９：00～16：00
場　所：弘前市山車展示館
　　　（追手門広場内）
入場料：無料
内　容：神輿渡御行列道具・
　　　  衣装・パネル他
解説会：７月１７日（日）１３：３０～

語り合い・出演者

山田 嚴子　弘前大学人文社会科学部教授
青森県の文化財保護審議会委員として、白八幡宮祭礼の無形民俗文化財指定の際に関わら
せていただきました。鰺ヶ沢町の方々から祭礼にまつわる貴重なお話をうかがい、地域にとっ
ての祭礼の意味を教えていただきました。その後の各地の祭礼調査の度ごとに、お教えいた
だいたことを思い出しています。
1961年兵庫県淡路島生まれ。専門は民俗学。『講座東北の歴史　第５巻　信仰と芸能』
（共著）

やま だ いつ こ

福井 敏隆　弘前市文化財審議委員長
大学卒業後、高校教諭や県立郷土館研究員をしながら弘前藩の研究をしてきました。白八
幡宮や弘前八幡宮について特に研究をしてきた訳ではありませんが、弘前藩の記録である
「国日記」で、弘前八幡宮の祭礼記事は目にしてきました。両八幡宮の祭礼について、何か
気のついた事をお話し出来れば幸いです。
1951年弘前市生まれ。専門は近世史。『青森県史　資料編　近世１～３』『同　通史編２
　近世』等の分担執筆

ふく い としたか

中田 書矢　鰺ヶ沢町教育委員会総括学芸員
白八幡宮大祭は、私の学芸員生活20年余の中で特別思い入れの深い存在です。調査を通じ
て、今は亡き多くの年長者の方 と々知り合い、祭礼の伝統や文化にまつわるお話をうかがって
くることができました。町の皆さんとの出会いを重ね、年を重ねるごとに、ますますその魅力
に惹きこまれています。
1973年兵庫県淡路島生まれ。町の文化財担当者・『白八幡宮大祭図録』編著

なか た かく や

山内 盛恭（潤紀）　ねぷた絵師
弘前ねぷたは300年もの間弘前の人達が大切に守り、育んできた伝統行事で、私にとっては
なくてはならないものです。その中で絵を手掛けるということには歴史の重みと責任を日々感
じています。絵を描く上では弘前らしく、端正で勇ましい絵を目指し、１点１点制作していま
す。
1998年弘前市生まれ。弘前大学山田ゼミ卒業生。『野辺地町の祭礼と民俗』（共著）

やまうち ひろ きせいきょう
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